
第２回 未来のまちづくりアイデア共創ワークショップ【知る活動】

第２回では、「知る活動」と題して、3つのテーマをゲストより話題提供いただきました。参加者のみなさんには、第2
回終了後、ロゴフォームを使用して、興味のあるテーマを選択してもらい、第３回のワークショップのグループ分けを行
いました。

日 時：8月4日（木） 18:30～20:30

場 所：ぎふメディアコスモス かんがえるスタジオ

参加者：18人(オンライン２人、市内在住・在勤・在学等)

【当日の様子】①水本氏による講演 ②近藤氏によるオンライン講演 ③田代氏による講演

【テーマと主な内容】

〈
・住むイメージはあるが働くイメージがない
・観光資源が点在しており、観光するのに不便
・市民が岐阜市の魅力に触れる機会が少ない
・進学したいと思える大学が少ない

テーマ ゲスト 主な内容

シビックプライドにあふれた
まちづくり

(株)読売広告社 都市生活研究所
ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾘｻｰﾁﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
水本宏毅氏

・独自のシビックプライドランキングを作成
⇒シビックプライドの醸成に寄与する要素などを紹介

・岐阜市のシビックプライド構造の現状は、自然環境の
良さ街の景観+住み心地 など

健康で幸せに暮らし続けられる
まちづくり

(一社)日本老年学的評価研究機構
代表理事 近藤克則氏

・様々なデータを分析し紹介
⇒認知症や要介護になりにくいまち、高齢者の社会参
加が促進されるまちの特性
・歩く人が多いまちは、認知症リスク者が少ない

・地域活動参加や就労者はその後の介護費が低い など

女性が働きやすく子育てしやすい
まちづくり

カンダまちおこし(株)
代表取締役社長 田代達生氏

・様々な指標による分析
⇒ジェンダーギャップの解消
・女性のクリエイティブな仕事を地方に作る
・あらゆる家族の形を受け入れる など

① ② ③


